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次
代
を
担
う
中
学
生
に
、

市
政
や
議
会
に
対
す
る

関
心
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
、
市
で
は
毎
年
、
中
学
生
議
会

を
開
催
し
て
お
り
、
今
年
で
10
回
目

を
迎
え
ま
し
た
。

　

中
学
生
議
会
で
は
、
中
学
生
自
ら

が
「
議
員
」
と
な
り
、
１
日
限
り
の

模
擬
議
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
議
会
で
は
、
市
内
４
中
学
校

か
ら
３
人
ず
つ
、
計
12
人
の
中
学
生

議
員
が
、日
頃
感
じ
て
い
る
こ
と
や
、

ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
案
な
ど
を
、
自

分
た
ち
の
言
葉
で
市
の
執
行
部
に
投

げ
か
け
ま
す
。
中
学
生
な
ら
で
は
の

視
点
や
実
体
験
に
基
づ
く
質
問
は
、

実
際
の
議
会
さ
な
が
ら
で
す
。

　

当
日
は
、
中
学
生
議
員
の
中
か
ら

選
ば
れ
た
議
長
が
、
実
際
の
議
会
と

同
様
に
進
行
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
日
参
加
し
た
12
人
の

中
学
生
議
員
た
ち
は
、

少
し
緊
張
し
た
表
情
で

議
場
に
入
場
し
て
き
ま
し
た
。

　

午
後
２
時
ち
ょ
う
ど
。
開
会
を
告

げ
る
ブ
ザ
ー
が
議
場
に
響
き
ま
し

た
。
中
学
生
議
員
た
ち
は
、
議
長
か

ら
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
、「
は
い
」

と
返
事
を
し
、
質
問
台
に
向
か
い
ま

す
。
議
場
の
張
り
つ
め
た
空
気
の

中
、
堂
々
し
た
様
子
で
質
問
を
終
え

る
と
、
市
長
の
答
弁
を
真
剣
な
表
情

で
聞
き
入
り
ま
す
。
最
後
に
答
弁
に

対
す
る
感
想
を
述
べ
、
一
礼
し
、
自

まちの将
み ら い

来を、
ともに考える。

今回の特集では、７月 31 日に谷和原庁舎議事堂で開催した、今年度の中学生議会の模様をお伝えし
ます。市内４中学校から合わせて 12 人の中学生が「議員」となり、中学生ならではの視点から、日
頃から感じていることやまちづくりへの提案などを行いました。
12 人の中学生議員それぞれが、日常に向き合い、自分たちの言葉で紡いだまちづくりへの想い。
市の将来を担う、中学生議員の「まちづくり」に対する真摯な姿勢をぜひ、ご覧ください。

［特集］中学生議会


